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授
業
の
様
子

授
業
が
開
始
し
て
、
お
よ
そ
一
か

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
東
京
家
政
大
学
の
歴
史
か
ら
学
び
、

未
来
を
創
る
パ
ー
ト
」
の
授
業
計
画

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
歴
史
パ
ー
ト
」
の
初
回
と
な
り

ま
す
第
三
回
授
業
（
四
月
二
十
九

日
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
学
科

（
専
攻
）
に
つ
い
て
新
入
生
の
代
表

が
発
表
を
行
い
、
本
学
の
個
性
と
持

ち
味
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
ま
し
た
。

続
く
第
四
回
（
五
月
十
三
日
）
の

授
業
で
は
事
前
課
題
と
し
て
現
在
の

社
会
・
女
性
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
の
資
料
を
読
ん
で
き
た
上

で
、
Ｓ
Ａ
の
大
学
生
活
に
つ
い
て
の

発
表
を
聞
き
四
年
間
の
学
び
の
見
通

し
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

多
く
の
新
入
生
に
と
っ
て
初
め
て
上

級
生
の
話
を
聞
く
機
会
と
な
っ
た
こ

の
回
は
、
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

第
五
回
（
五
月
二
十
日
）
、
第
六

回
（
五
月
二
十
七
日
）
で
は
そ
れ
ぞ

れ
本
学
が
新
制
四
年
制
大
学
と
し
て

発
足
し
た
当
初
の
状
況
（
五
回
）
・

本
学
の
端
緒
を
な
す
和
洋
裁
縫
伝
習

所
が
設
立
さ
れ
た
当
初
の
状
況
（
六

回
）
に
つ
い
て
ジ
グ
ソ
ー
法
を
用
い

て
チ
ー
ム
で
学
び
を
深
め
ま
す
。

「
歴
史
パ
ー
ト
」
の
最
終
回
と
な

る
第
七
回
（
六
月
三
日
）
の
授
業
で

は
、
三
～
六
回
の
授
業
で
学
ん
だ
内

容
を
踏
ま
え
、
本
学
の
特
徴
を
活
か

し
た
研
究
テ
ー
マ
を
チ
ー
ム
で
考
え

ま
す
。
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
・
イ
メ
ー

ジ
と
本
学
が
提
供
す
る
学
修
内
容

(
知
識
・
技
能)

が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
学
修
へ
の
関

心
と
意
欲
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で

す
。制

約
の
多
い
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
中

で
、
学
生
は
積
極
的
に
課
題
に
取
り

組
み
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家政学部

造形表現学科

今年度からこの授業を担当させていた

だくことになりました。

学科を超え学生たちが共に学修する授

業は私自身初めての経験ですが、グルー

プワークでは活発な交流があり、学科(専

攻)の発表では充実した内容となりました。

ここまで数回の提出物からは、学科ご

との特徴はあるにせよ、新入生として大

学生活に寄せる期待や目標、不安は共通

するものがあり、同じ年代の学生が持つ

特有の空気感を感じました。また私自身

が学生をどう見ていたのか、自分の持っ

ていた先入観にも気付きました。

個人的にはこの授業を担当するにあた

り、教員としてよりもファシリテーター

としてのスタンスで臨みたいと考えてい

ます。学生自身が見つけた疑問や課題を

解決する姿を見守りつつ、今のそしてこ

れからの学生の姿を捉えていきたいと思

います。

以前、別の機会に「用意されたコミュ

ニティ」の意義を問われたことがありま

した。答えは出ませんが、この授業を通

して「どんなコミュニティ」かではなく、

その中での「個人のあり方」に対しての

解釈を見つけられたらと思っています。

最後になりますがいつもきめ細かい

CREDとSAのサポートに感謝いたします。

大木 敦子講師

教員からのレポート

「ファシリテーターとしての視点」
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Report

「
東
京
家
政
大
学
の
歴
史
か
ら
学
び
、
未
来
を

創
る
」
パ
ー
ト
に
つ
い
て
の
ご
報
告



授業の感想を紹介します

スタートアップセミナー自主自律に関する問い合わせ先

学修・教育開発センター（板橋校舎 百周年記念館1階）

TEL：03-3961-0284 E-mail：startup@tokyo-kasei.ac.jp

お知らせ

これまでに発行しました広報誌のバックナ

ンバーをHPに掲載しております。

もしよろしければぜひご確認ください！↓

スタートアップセミナー自主自律（広報誌）｜東

京家政大学 (tokyo-kasei.ac.jp)

スタートアップセミナー自主

自律では、授業実践で得られた

知見（課題、改善した方がよい

点、取り入れるとよいやり方）

の共有のために、各パートの授

業終了後に、授業担当者会議を

開催させていただく予定です。

第1回となる今回は、第1回の

導入部分（協同学習を体験す

る）終了時の学生の様子や、ス

タートアップセミナー自主自律

を担当して抱いた疑問点・感想、

授業についての共有が行われま

した。

メディア授業での実施となる

ため、学生の授業参加状況やシ

ステムの接続についての質問な

どもあり、運営側としてより丁

寧な対応が求められると実感す

る機会となりました。

授業の担当者会議を実施しました

広報誌をHPでご確認いただけます。

4月21日（水）のお昼休みに第1回授業担当者会議を開催し、
導入パート（第一回）についての意見交換を行いました。

「１０年後のあなたを想像してください」「そのために、これからの４年間でどのようなことを

身につけたいですか」の問いに対し寄せられた新入生の回答を紹介します。

⚫ 10年後にはひとりの自立した女性になっていたいと考えています。その自立というのは大きく４つに分

けて「仕事における自立」「経済面での自立」「身体的な自立」「精神的な自立」この４つを兼ね備える

ことが目標です。今現在の自分自身を振り返るとその理想像にはとても及ばないため、この四年間では自

立・自律をするためのステップとして自主的に動く「主体性」に重きを置いていきたいと考えています。

⚫ 私の理想の十年後の理想の姿は、人々を笑顔にできたり他人の人生に良い影響を与える人物になることで

す。それを自分にできる形でできるものは何かと考えた際、周りの友人たちよりも幼いころからファッ

ションや外見などに気を配っていたので、その自分の優れた部分で何か貢献できればと思いこの道を選び

ました。（中略）この四年間で、仲間に良い意味で影響や刺激を与えられる人物でいたいです。

⚫ 私の10年後は、仕事をしているか結婚をしているのか分かりませんが、

自分らしく生きていればいいと思います。「自分らしく」と言った理由は、

今の自分は人に気を使ってしまって自分が違う意見を持っていても合わせて

しまう時があるからです。10年後の自分は、自分の意思をしっかり持った

女性になりたいです。そして、自分のやりたい仕事をして楽しく暮らして

いればいいなと思います。書いたような自分になるためには、日頃から沢山

の人とコミュニケーションを大切にし、新しい事などに積極的に参加する事

が大切だと思います。

https://www.tokyo-kasei.ac.jp/campus_support/cred/startupseminar.html

